
小矢部市金屋本江 聖徳太子二歳像調査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 10 月 22 日 

砺波市文化財審議委員前会長 日本石仏協会理事 尾田武雄 



 

所在地 小矢部市金屋本江 281番地 

調査日 令和 6年 10月 4日 

調査者 西川康夫、吉國征樹、松田昭治、尾田武雄         

法量  聖徳太子二歳像 51,5センチ 幅 20センチ 

石材  砂岩質と思われる 

像造年 背面に「明治四十一年申七月二十六日建之」とある。 

刻字  背面に「寄進人 柴田清右エ門 

            荒木甚右エ門  」 

    背面に「明治四十一年申七月二十六日建之」 

既往の調査・報告等 

本石仏及び木造祠堂について記載したものに以下がある。 

・『ふるさとの石仏 第八集 荒川、正得、若林、松沢地区』（昭和 62 年・小矢部市婦人

ボランティア育成講座） 

「太子像 彩色あり、太子様のまつりは七月二十六日」 

・『金屋本江史』（平成 2 年・同編纂委員会） 

「明治四十一年九月太子像を祭り八月十六日太子まつりも行って居た」 

 

〇地蔵菩薩三体 

① 地蔵菩薩坐像 高さ 32㎝ 幅 20㎝ 

丸彫で、念珠を両手に持つ 

念珠を持つ地蔵菩薩は、六体地蔵の内一体である場合が多く、単独は珍しい。 

台座に刻字あり 

「  晤屋良重居士 

 豊屋善■居士 」 

② 地蔵菩薩坐像 高さ 23㎝ 幅 12㎝ 

丸彫で合掌している。シンプルなスタイルである。 

裏面に墨書銘あり 

「 明治三十三年  

  釈尼妙言 

   ■■    」 

③ 地蔵菩薩坐像 高さ 32㎝ 幅 14㎝ 

浮彫で舟形向背である。右に蓮を持ち、左は阿弥陀如来の与願印、このスタイルも

珍しい。 

 

 



① 地蔵菩薩坐像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地蔵菩薩坐像 

 

 

③ 地蔵菩薩坐像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇お堂 

地蔵①は金屋本江字馬場 5847番地の火葬場にあった。明治 22年廃止となり、金屋

本江鴨太郎 3416番地の 2外 3417番地に同年春日堂として地蔵を安置する。その後

昭和 25年に御堂を改築、昭和 60年に正面アルミサッシ戸を設置、昭和 44年に圃場

整備により現在地の地番に変更されている。春日社に奉納された絵馬 3枚がこの地蔵

堂に残されている。 

 

・お堂と調査員 

 

絵馬 

白馬 

（表） 

奉納 敬白 安政五年九月中旬                                       

 

 

 

 

 

 

 

（裏） 

居邑 清左エ門 

 

 

 

 



黒馬 

 

（表） 
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 道場 沢次郎 

 同   与吉 

 同  作太郎 
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〇小矢部市金屋本江の聖徳太子二歳像についての所感 

 砺波地方を中心に聖徳太子二歳像（南無仏）は、約 300体弱ある。その内小矢部市

には 21体を確認しています。それはほとんど石造であり、若干の木像も確認している。

また多くは砺波市庄川町金屋から採掘されるグリーンタフ（緑色凝灰岩）で、金屋石工

の製作がほとんどである。金屋本江の聖徳太子二歳像（南無仏）は金屋石ではなく、微

粒な砂岩質と思われる。約六頭身の高さ 51，5㎝のすらりとしたお姿である。このような

緋の袴が長く、肩幅が狭い。目は細くいかにも二歳像（数え年で言いますので、満一歳）

の幼児らしく、このようなお像は、この周辺小矢部市下後亟、下中、小森谷、砺波市若

林に 2体を確認しているお姿であり、小矢部市の石工の可能性が強い。 

 それにしても上半身は雪のような白い肌、緋の袴の彩色がきれい残っていることが貴

重であり、現在令和 6年（2024）で、制作年が明治 41年（1908）なので、約１１６年間、こ

の地域を守ってこられたことに、感謝し申し上げたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解説 

 富山県西部の農村地帯を歩くと際立って豪華なお堂を見付けることができる。そして

その中には、上半身裸で、腰に赤い袴姿の聖徳太子像であると告げられると、驚いたり

する。 

地元の人は「タイッシサマ（太子様）」と愛着と親しみをこめて呼んでいる。地蔵様とはあ

いきらかに区別されている。富山県は石仏の悉皆調査が古くから行われ、その成果で

多くのことが解ってきた。南無仏太子石仏もそれによって、全容が理解できるようになっ

た。 

・その分布 

富山県内には南無仏太子石仏は約二百体強がある。それを地図上に落としてみると、

瑞泉寺を中心に半径二十キロメートルの範囲内に多くあり、特に瑞泉寺から北西の散

居村の展開する地域、つまり砺波市北西，小矢部市南東に厚く分布していることがわか

る。また丁寧に眺めると同じ真宗寺院である高岡市伏木勝興寺（浄土真宗本願寺派）

の勢力圏、また城端町善徳寺（真宗大谷派）の勢力圏にこの太子像が少ないことが解

る。勝興寺に近い高岡市吉久にあるものは、明治時代にこの地で消石灰を焼いていた

砺波の人々の造立である。小矢部市の石川県境の山間地にある太子像石仏は，砺波

地方から嫁いだ人の造立によるものである。 

大沢野町松野にも、小堂にも南無仏太子像石仏が入っている。これは近くの石黒家の

造立によるものである。これは石黒家の先祖は庄川町青島に住んでいたが、明治後期

にこの大沢野町の台地の開拓に入られた時に、手次寺である井波町誓立寺から拝受

されたものである。ここにはこの石仏にまつわる文書も残されている。 

・造立の時期 

明治十二年九月一日、瑞泉寺香部屋より出火して本堂や太子堂が全焼した。翌年十

三年五月に棟梁松井角平により本堂の起工式が行われ、十八年には本堂が完成し、

仮遷仏が行われた。この当時経済界は不況で、建築費の調達が思うにまかせなかった。

そこで瑞泉寺の宝物である南無仏太子像や絵伝の巡回開扉や絵解きを行い浄財を集

めるようになったのである。 

 南無仏太子像石仏の在銘年次は明治二十年頃から多くなり、大正七年瑞泉寺太子

堂の建立までの間に集中して造立されている。ちょうど流行神のようである。 

 

 

 

 

 

 

 



（参考） 

 



 


